
   

 

 

平成３１年度「地域生活支援拠点等検討部会」中間報告について 

 

１ 検討事項  

  障害者の高齢化、重度化や「親亡き後」を見 

据え、居住支援のための機能を地域の実情に応  

じた創意工夫により整備し、障害者の生活を地 

域全体で支えるサービス提供体制を構築する地 

域生活支援拠点等（以下「拠点」という。）を令 

和２年度末までに面的に整備するための検討を 

行います。 

 なお、今年度の当部会では「拠点が担う機能の 

提供体制の検討」を行います。 

 

２ 部会員 

 所 属 機 関 氏 名 

社会福祉法人 觀寿々会    堤  勝彦（部会長） 

医療法人 成精会 垣田 泰宏 

刈谷市障害者支援センター 相澤 道子 

西三河南部西地域アドバイザー 大南 友幸 

刈谷市民生委員・児童委員連絡協議会 稲垣 俊夫 

刈谷市社会福祉協議会 梅本 秀之 

社会福祉法人 ひかりの家 川村 顕治 

 

３ 検討経過 

  人によって捉え方の異なる緊急時の定義を明確にするとともに、本市のニーズに応じ

た夜間・休日窓口の整備方針と緊急時の活動の中心となる拠点コーディネーターの役割

について、当部会で検討を重ねるとともに今年度より新設した「地域生活支援拠点等連

絡会」にて家族会との意見交換を行いました。 

回数 開催日 内容 

第６回部会 ４月 24 日 
・緊急時の定義、夜間・休日窓口の開設について 

・拠点コーディネーターの役割について 

第１回連絡会 ５月 29 日 ・家族会との意見交換 

第７回部会 ７月１日 
・地域生活支援拠点等連絡会の報告 

・拠点コーディネーターの業務体制について 

第８回部会 
10 月 24 日 

（予定） 

・緊急時の受入れ先について 

・事前登録制の運用について 
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４ 検討結果 

（１）連絡会での主な意見、課題 

   連絡会から、必要な機能の提供体制について、以下の意見や課題があげられました。 

 緊急時の定義について 

・介護者の急病、事故、葬祭等を緊急時として取り扱ってほしい。 

・介護者が本人に暴力を振るわれて、病院に搬送されたことがあったため、そのよう

な際も対応してほしい。 

 夜間・休日窓口について 

・分かりやすく、連絡しやすい窓口にしてほしい。 

・窓口で解決できない場合は、解決できる先に迅速につないでほしい。 

・可能な範囲で、いつでも相談を受けてくれる体制を整えてほしい。 

・休日や夜間に連絡が必要になることは少ないと思うが、体制は整えてほしい。 

・専門的な人が相談窓口となってほしい。 

 拠点コーディネーターの業務体制について 

・緊急時の対応となるため迅速に対応してほしい。 

・自宅までの駆け付けや受入先までの支援をしてほしい。 

・必要な情報を把握し、提供してほしい。 

 

（２）緊急時の定義について 

拠点の対応するべき緊急時の考え方については、以下の２点を緊急時として定義する

方針で決まりました。 

   ・介護者が長時間にわたり不在となる場合 

   例）介護者が急病、入院、葬祭、死亡等で不在となり、日常生活が危ぶまれるなど、

一人にしておけず在宅での生活ができなくなる状況。 

   ・介護者が介護できなくなる場合 

   例）行動障害により、暴れてしまい家族が手に負えなくなった状況。 

 

（３）夜間・休日窓口について 

  セーフティネットとしていつでも連絡できる体制を整えてほしいという意見が多く

聞かれたため、緊急性のある相談を受け付ける２４時間体制の相談窓口を整備する方針

が決まりました。 

 

（４）拠点コーディネーターの業務体制について 

  連絡会の意見から、分かりやすく迅速な対応ができる相談窓口と緊急時の支援が不可

欠であることが分かったため、拠点コーディネーターは以下の役割を担う方針が決まり

ました。 



   

 

 

・24 時間体制で緊急性のある相談の対応（携帯電話対応） 

・対象者が、自宅での生活が困難な場合の短期入所施設等への受入調整 

・必要に応じて受入施設までの支援、緊急対応後の支援 

・短期入所等連絡会及び事業所間での情報共有 

 

         

【緊急時対応のイメージ図】 

 

５ 今後の検討事項 

  令和２年度末までの拠点運営開始に必要な各機能の確保の方策について、引き続き検

討を行います。 

回 開催予定日 内容 

第９回部会 12 月 17 日 ・各機能の確保の方策について（１） 

第 10 回部会 ２月 19 日 ・各機能の確保の方策について（２） 

 

 

  


